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広報費 頁小計 円)%読ル 備考

領 収 書 等 貼 付 用 紙

領 収 書
2022年 9月 8日

摘    要

町田市議団ニュiス 2022年 8・ 9月 号

上記金額を正に領収致しました

あかつき印刷株
東京都渋谷区千駄ヶ谷4

電 話 03(3497)o5

Nα  266155

日本共産党 町田市議団 様

金    額

¥396,000,

餞

」

　

実
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頁小計広報費
| ク

・βえかク甲
｀
備考

領
―
収 書 等 貼 付 用 紙

領 収 書2022年 12月 1日

摘    要

町田市議団二■―ス2022年 11月 号

上記金額を正に領収致しました

あかつき印刷株

2023年 2月 24日

摘    要

町田市議団ニュース204年 2・ 3月号

上記金額を正に領収致しました

あかつき印刷株
東京都渋谷区千駄ケ谷 4

電 話 03(3497)05

N儀  268038

日本共産党 町田鵡 島団   様

金
(額

¥394,460-

東京都渋谷区千駄ケ谷4

電 話 03(3497)05

領 収 書

日本恭産第
´
町田市議国    オ隊

金    額

¥394,460-

陥.  269795
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〒 194-3520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

請求日2022年 6月 31日

日本共産党 町田市議団 御中 あかつき印刷株
〒151-0051

お客様コー ド1140224

Tel.03-3497-0531

Fix.03-3497-0043

小   計 359,300

消 費 税  (lo%) 35,930

切手・′ず キ等立替金

品 名 町田市議回ニュTス2022年 5・ 6月号 号 数 5,6月 号 受注陥 . 263723

規 格 タブロイド 406X273  2頁  4色 X4色 数 量 88,000 注文No. 263728

内 訳 数 量 金 額 備 考

デザイン・編集代 80,Oo0

写真撮影代

制作代

写真・地紋代 3,400

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

製版・出力代 12,000

色校正代 4;000

送信 i受信代

刷版代 22,400

印刷代 01,600

製本・加工代 13,200

発送結束代

用紙 127,500

発送・運賃 35,200

合計請求金額
w95.23可

摘 要 振込先口座 みずほ銀行新宿西口支店 (普・1097253)
りそな銀行新宿支店   (普・522185)
中央労働金庫新宿支店  (普・2312142)
郵便振答 00170と 8-52646

上記の通り御請求申し上げます。
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〒 194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

請求日2022年 8月 31日

日本共産党 町田市議団 御中 あかつき印
T151-0051

お客様コー ド:140224

Tel.03-3497-0531、

Fax.03-3497工 0043

小   計 360,0001

消 費 税   (lo%) 8P,0001

切手 ,メ 力ヽ|キ等立替金 斗

品 名 町田市議団ニュース2022年 8・ 9月 号 数 8月 号 受溜 fo 266155

規 格 タブロイド 406X273  2頁  4色 X4色 数 量 88,000 注文Nα 266155

内 訳 数 量 金 額 備 考

デザイン・編集代 80,000

写真撮影代

制作代

写真・地紋代 4,100

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

製版・出力代 12,000

色校正代 4,000

送信・受信代

刷版代 22,400

印刷代 61,600

製本功Π工代 13,200

発送結束代

用紙 127,500

発送・運賃 35,200

合計請求金額 ¥,96!0'01

摘 要 振込先口座 みずほ銀行新宿西口支店 (普・1097253)
りそな銀行新宿支店   (普・522185)

:    中央労働金庫新宿支店  (普・2312142)
郵便振替 00170-8-52646

上記の通り御請求申し上げます。
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〒 194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

請求日2022年 11月 30日

日本共産党 町田市議団 御中 あかつき印
〒151■ 0051

東京都渋谷区

お客様コー ド:140224

TcI.03-3497-0531

Fax.03-3497-0043

小   計 358,600

消 費 税   (lo%) 35,860

切手・′ザキ等立替金

品 名 町田市議団ニュース2022年 11月 号 号 数 11月 号 受注No. 268038

規 格 タプロイド 406X273  2貢  4色 X4色 数 !量 88,000 注文No. 268038

内 訳 数 量 金 額 備 考

デザイン`編集代 80,000

写真撮影代

制作代

写真。地紋代 2,700

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

製版・出力代 12,000

色校正代 4,000

送信・受信代

刷版代 22,400

印刷代 dl,600

製本・カロエ代 13,200

発送結束代

用紙 127,500

発送・運賃 35,200

合計請求金額 ¥3,4,46叫

摘 要 振込先田座 みずほ銀行新宿西口支店 (普■097253)
りそな銀行新宿支店  (普・j22185)

中央労働金庫新宿支店  (普 ,2312142)

郵便振替 00170-8-52646

上記の通り御請求申し上げます。
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T 194-8520

東京都町田市森野2-2-22

町田市役所内

日本共産党 町田市議団 御中

lilril―講 譲「警1,|=■

お客様コード:140224

請求 日 2023年 2月 22日

あかつき印
〒151-0051

東京都渋谷区

Tёl.03-3497-0531

Fak,03-3497,0043

品 名 町田市議団ニュース2023年 2日 3月 号 号 数 2・ 3月 号 受注No. 269795

規 格 タプロイド 406X273  2頁  4色 X4色 数 量 88,000 注文No. 269795

内  訳 数 量 金 額 備 考
デザイン・編集代 80,000

写真撮影代

制作代

写真・地紋代 2,700

表・グラフ代

版下制作代

情報処理代

製版 ,出力代 12,000

色校正代 4,000

送信・受信代

刷版代 22,400

印刷代 61,600

製本功日工代 13,290

発送結束代

用紙 127,500

発送・運賃 351200

小   計 358,600

消 費 税   (lo%) 35,860

切手・ハカ
゛
キ等立替金

合計請求金額 ¥391,Ⅲ 601

振込先山座 みずほ銀行新宿西口支店 (普・1097253)
りそな銀行新宿支店  (普 :522185)
中央労働金庫新宿支店  (普・2312142)
郵便振替 00170-8-52646

摘 要

上記の通り御請求申し上げます心
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い

い

砥

18歳までの子ども医療責助成2022年
町田市議会

第一回
定例会 百

学
校
続
廃
含
な
ど

設
再
編
計
画
は
や
め
て
、

い
の
ち
と
暮
ら
し
、教

優
先
の
〒
算
に
転
換
を
ゴ

ヽ

何
田
市
議
会
２
０
２
２
年
第
１
回
定
例
会
が
３
月
９
日
年
３。
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
団
は
、市
議
選
で
か
か
げ
た
公
約
実
現
に
奮
関
。
市
長
が
提
案
し
た
２
０
２
２
年
度
一

つ
い
て
は

反
対

を

し
ま

し

た

。
そ

の
理
由

は

一

②
４０
億
円
を
か
け
る
（仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
熊
コ
体
化
」
整
備
、③
「４
つ
の
も
り
」

不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
か
ら
順
次
ス
タ
ー
ト
す
る

町
田
市
の
中
学
校
全
員
給
食
。
２
０
２
２
年

度
予
算
で
は
、
「ま
ち
だ
の
中
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
給
食
セ
ン
タ

―
の
整
備
、
運
営
を
行
う
事
業
者
を
選
ぶ
予

算
、
町
田
忠
生
小
山
エ
リ
ア
の
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
の
準
備
と
し
て
旧
忠
生
六
小
の
解
体

工
事
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
田
主
市

議
が
、
全
員
給
食
の
意
義
を
質
疑
し

「給
食

は
生
き
た
食
育
の
教
材
。
皆
が
統

一
し
た
メ

ニ
ュ
ト
で
、
栄
養
を
と
り
な
が
ら
食
を
味
わ

い
、
そ
し
て
食
を
学
ん
で
い
生
こ
と
が
大
切
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
貫
し
て
求
め
て
き
た
こ
と
が

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
田
市
は
、
「東
京
都
の
新
た
な
補
助
制

度
を
活
用
し
、
２
０
２
３
気
４
丹
か
ら
１８
歳

ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
を
実
施
で
ぎ
る
よ

う
準
備
し
て
い
ぐ
」
と
、
佐
々
木
と
も
子
市

議
の
一
般
質
問
に
答
え
ま
し
た
。
現
在
、
子

ど
も
の
医
療
費
は
乳
幼
児
は
無
料
。
中
学
３

年
ま
で
は
窓
日
負
担
２
０
０
円
で
す
が
、
昨

年
度
か
ら
所
得
制
限
が
撤
廃
さ
れ
＾
入
院
も

薬
も
無
料
で
す
。
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

‐８
歳
ま
で
医
療
費
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
囲
区
の
よ
う
に
所
得
制
限
や
窓

口
負
担
を
な
く
す
よ
う
引
き
続
き
求
め
て
い

き
ま
す
。

第93回三多摩メーディにて
(左か動 田中美穂、佐 木々とも∴ 細野りゅう∴ 殿村健―市議

給食センダ 市の資料より抜粋

所
得
制
限
・窓
回

を
要
求

HOSPITAL

医
療
費
助
成

°
Ψ
°

■ ■ ■ B

■ ■ ■
0 く

J     L

―
共
産
党
市
議
回
与
一般
会
計
平
算
に
反
対
討
論

／
／
／
ノ

進
ん
で
い
ま
す
！

中
学
校
全

「ロンアによるウグ
ライナ侵略及ぴ核
による武力威 [オvオlに
対し抗議する決議」
全会一致で可決

日本異塵寛
町岡市議団ニュース

20221羊と,6月号
I:行

●日本共産党
照Fπ夏星 耳ξlは4二〒

`二

yぃ
B婁創恵i 日本共産党町田市議団 回
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日本共産党町田市議団ニュース(2022年5,6月号)
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頭
作・存

∵
■

補聴器購入費補助、町田市でもゴ

佐 木々とも子市議

佐 木々とも子市議は、高齢者への補聴器購入費

補助制度の創設を求め質問。地域福祉部長は、「都

の補助制度を活用しても多額の市財政が必要。他

事業とのバランスや事業効果を検討する
.た
め、現

時点では創設の考えはない」とし、高齢者への簡

単なヒアリングチェツクすらやる気のない答弁に

終始。「玉ちやんバス南ルート」の大幅減便につ

いては、都市づくり部長が「利用者数の回復状況

を見ながら3者協議会で検討していく。地域の声をききながらバス以
外の移動手法の可能性を含め研究していく」と答えました。

細野りゅう子市議

細野りゆう子市議は新型コロナから市民の命を

守る市政を求めて質問。子どもを預かる保育園や

学校で働く職員に対し、定期的なPCR検査を実
施すること、自主的に登園を控える子ども

^の
日

割り保育料の板凝を求めました。コロナ感染拡大

第5減の保健所の対応については、感染者が急増

して電話での対応がリスクのある高齢者に限定し

たこと主ンヨートメィルでの対応に切り替えたこ

■が明らかになりましたと保健所にも医療にもつながらない陽性者が

いたことや、急変しても相談できない状況があつたことを指摘し、保

健所の職員体制の拡充を求めました。

田中美穂帝議

田中美穂市議は、東京都で今秋開始される予定

の「パートナーシップ宣誓制度」について市とし

ての対応を準備すること、また、町由市としても

パートナiシップ制度を実施することを求めまし
た。市は、都や他の自治体の情報を収集する、市

の制度につぃては研究していくと答弁。

小中・小山ヶ丘に甲書館の設置を求めた質問に

対して、・生涯学習部長は、検討していないという

答弁,「商業施設や住宅が増えているのに、図書館がない地域だという

のが残念」と地域の声を紹介し、図書館空白地域の解消を求めました。

殿村健―市議は、3分の 1の学校をなくす学校

統廃合計画はやめよ。町田木曽自地周辺から小中

学校が1校もなくなることは許されないと質問。担

当部長は、老朽化を理由に統廃合は必要だと答弁。

原町田大通りにパークレットを設置する社会実

験に同辺ビル関係者から出ている要望に応えよと

質問。担当部長は、解決が必要な課題だと答えま
殿村健―市議  した。多摩都市モル ール延伸事業 (16km)
については、採算の見通しが示されていない問題を指摘し、BRT(連接
バス)に切り替えをと質問しました。

生活相談はいつでもお受けします
724-4030 日本共産党会派室

コロナから市民守る保健所体制を

小山、可ヽ山ケ丘地域に図書館を

石阪市長は、2022年度の国民健

康保険税を6年連続で値上げする

条例改正案を提出しました。コロ

ナ禍で回保加入者のくらしは困窮

を極め、多摩26市中21市が昨年度、

保険税 (料)を据え置いています。

けれども町田市は「国保財政の安

定化」を理由に、10年間で赤字繰り入れをゼロにする

「計画」ありきで、市民生活の実態から目を背けてい

ます。日本共産党市議団は、市民から提出された「国

保税の値上げを行わないことを求める請願どに賛成、

値上げの条例に反対

の立場で討論しまし

たが一人平均約 4千

円/年、4%値上げ
の条例は、共産党を

のぞく賛成多数で可

決されました。
学校統廃合やめ～
教育充実と避

‐
難所確保を

無料法律相談
5月 25日 (,X)      露粛第2、 第4水曜日

6月 8日 (水)・22日 (水) 筆縫2日尋～5時
職 揮歓 ぞ綿 爺棗醒鋼

-10-
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■
ロ
ロ

■
上

市
は
、
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
と
連
動

し
た

″町
田
駅
周
辺
で
の
公
共
施
設
再
編
′
を
計

画
。
（Ａ
）
２
つ
の
美
術

館
と
芹
ヶ
谷
公
園
の
一

体
的
整
備
、
（Ｂ
）
２
つ

の
保
健
施
設
の
集
約
、

（Ｃ
）教
育
セ
ン
タ
ー
の

複
合
化
、
（Ｄ
）産
業
支

援
施
設

の
複
合
化
、

（Ｅ
）図
書
館
の
集
約
の

５
つ
げ
採
算
が
不
明
朗

な
モ
ノ
レ
ー
ル
計
画
推

進
の
一
方
、
市
民
生
活

・に
必
要
な
公
共
施
設
を

縮
滅
し
中ヽ民
間
活
力
導

入
を
進‐な
る
の
１ま，市
民

サ
ー
ビ
ス
の
大
き
な
後

芹
ヶ
谷
公
園
の

「
一
体
的
整
備
」
へ
、
樹
木
５

０
０
本
を
伐
孫
し
、
国
際
版
画
美
術
館
の
一
部
を．

壊
し
て
版
画
工
房
と
喫
茶
店
を
追
い
出
し
、
国
際

工
芸
莞
術
館
と
体
験
棟
を
櫛
億
円
も
か
け
て
整
備

す
る
計
画
に
市
民
は
反
紺
し
て
い
ま
す
。
と
な
び

あ
図
書
館
は
、
存
続
求
め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
て

い
る
の
に
、
駅
前
再
開
発
に
合
わ
せ
て
中
央
図
書

館
と
集
約
す
る
計
画
で
す
。
市
民
の
声
を
聞
か
な

い

「計
画
」
は
市
民
参
加
で
見
直
す
べ
き
で
す
。

町
田
駅
周
辺
で
は
他
に
も
公
共
施
設
再
編
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
も
つ
と
く
館

（機
能
整
避
）、

せ
り
が
や
会
館

（他
施
設
へ
移
転
）、
町
田
駅
前
連
絡

所

（縮
小

・
廃
止
）、
市
民
フ
オ
ー
ラ
Ａ
や
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

（民
間
活
力
導
入
）、
シ
バ
ヒ
、口

（市
有
地

活
用
）
の
検
討
が
２
０
２
２
～
２
６
年
度
に
行
わ
れ
ま

す
。
検
討
の
視
点
を

「民
間
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
し
て
お
り
、
民
間
で
利
益
の
出
な
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
は
削
減
の
対
象
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。日本異塵鬼

町田市議回ニュース

i鷲理鄭黎置犠哲f殺跳名話理解象ぎr露8態縞
定のプロセスの段階からアンケ=卜の作成などに、当事者の子どもたちが関わうて作る
ことが必要だと求めました。子ども生活部長が、検討

′

部会に高校生、大学生が参加している、子どもセンタ
iでヒアリングを行なつていくと答弁しました。「子ど
もの権利条約」9具体化がなされるように、引き続き
皆さんと取り組んでいきます。

■

■

■

■
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日本共産党町田市議団ニュース(2022年 8・ 9月号)

細野りゅう子市議は、地球温暖化に歯止めをかける
ために、市に再生可能手ネルギーや省エネルギ=推進
;策を求めました。市は7月から、家庭用燃料電池 (工 _

ネファーム)助成を行うと答弁、太陽光など再生可能
エネルギーをもつと拡充して、2030年までのC02をさ
らに削減するよう求めました。また、南地域の交通不
便地呼の公共奈通手段確保めために相談があれは説明、

支援を行うよう求めました。南1小の建て替え時、南中
の敷地内に予定さ痕る仮設校合は小学生に合わせた施

細野りゅう子市議

設整備や専用の校庭を確保することを確認しました。

殿村健一市議 lよ、芹ケ谷公園“芸術の社ツ ―ヽクミ

I  ュージアム計画の「一体的整備」について、市民の
電  理解を得られていない計画は自紙に戻し、市民、専
I  門家で再検討せよと質問ぅ担当部長は、市民への説
明機会を広げると言いながら市長が説明する予定は

なく、同整備事業は進めると答弁。博物館存続を求

めた質問については、国際工芸美術籠への美術品の

引継ぎが完了次第、博物館を解体、借士也は返却する

田中美穂市議

佐 木々■も子市議は、若年層へのコロナワクチン接種

率の引き工げ対策と、1医療関係者やケア労働者には年齢
制限なく4回目接種を行うよう求めました。また10月実
施の消費税インボイス制度が、市内免税業者の多くに影

響あるとするならtよ 回に中止を求ゅるべきと質しまし

存iょ腎員と笑象ぢ顧票縣 三き古全景↑背伝E壌
れるよう、市民の意見を聞きながら検討していく」と市

民部長が答えました。

田中美穂市議は、思春期に起こりやすい「起立性調節

障害」について、症状が重く学校に行きたくても行けな

い児童生徒がいる。学校側が病気を正しく理解し、丁寧

に対応をすることを求めました。学校教育部長は、タブ

レットの活用や教員への理解促進を行うと答弁しました。

生活保護制度の同知についてポスターの掲示やホームベ

ージの改善を求めて質問。地域福祉部長は、ポスター作

成は考えていない、ホ=ムペ_ジの改善は研究すると答弁。
日中市議いまこそ周知の工夫が必要だと求めました。

依 木々とも子市議

殿村健一市議

と答弁。本町田小学校のとなりに開店した店舗周辺の交通安全対策を求め

た質問に、道路部長は、他の店舗を参考に、必要な場合には警察と協議、

店舗に申し入れると答弁しました心

磯

抑

抑

不採択

可決

O

XO

×

O

〇

OOi

O

O

O

O

0

O

◎

20?2年康一般会計補主予算

リエア・トンネルエ事について市民の安全・
安心を求める看ほ願

百つくし野」ヽ学校の存続を求める語原

芹ヶ谷公園
七
芸術の社・′f―クミュエジアム

推進事業について (l反称)国際工芸美術館

整備及び国際版画美術館との主体的整備

について協議する場を求める語願

児重手当の所得制限撤廃を求める意見薔

「児重手当の所得制限撤廃を求める意見書」
賛成多数で可決O

無料法律相談
9月 14日 (水)・28日 (水)
10月 12日 (水)・26日 (水)
隆圭苫徊盗042‐723口 6312ま¬否
1場所が変更になる1,コ 含十っぁりますので、必ずと予約ください。

町田市役所3階 |
共産党会派室

毎月第2,第 4水躍日

午後14日寺～17E孝

芹ヶ谷パークミュージアム計画は市民参加で再検討を
インボイスは中止を求めよ

「起立性調節障害Jの子どもたちへの適切な対応を

日本共産党の一般質問

9月議会の日程
(8 29～ 9′ 30)

些州・、

本会議

工般質問

本会議(質疑l

総務・健康福祉
常任委員会

文教`建設
常任委員会

本会議帥 )

8ノ/29

9/1～7

9/8

身/復12

9/13罰 4

9/30生活相談はし します 724・40301含派室)
③提出 O全員賛成 △一部賛成 X全員反対



町田市議会

2022年

第3回
定例会

BB

|

町
田
市
議
会
２
０
２
２
年
度
第
３
回
定
例
会
が
、８
月
２９
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
「町
田
市
高
校
生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、全
会

一致
で
可
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
が
提
出
し
た
「旧
統
一協
会
問
題
の
全
容
解
明
と
被

害
者
救
済
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、自
民
、公
明
な
ど
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

「町
田
市
高
校
生
等
の
医
療
費

の
助
成
に

関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
２
０
２

３
年
度
か
ら
、
１８
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
大
人
と
同
様
に
３
割
負
担
だ
っ
た
よ
の
が
、

窓
口
２
０
０
円
の
負
担
の
み
で
病
院
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
護
者
の
方
か
ら

「高
校
生
は
教
育
費
が
増
え
る
の
に
、
医
療

費
が
大
人
と
同
じ
３
割
負
担
で
大
変
だ
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
共
産
党
市
議

団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
１８
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
、
約
１
／
生

の
子
ど
も
が
対
象
に
な
ら
な
い
の
は
問
題
で

す
。
小
中
学
生
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
所
得
糾
限
を
な
く
し
て

お
り
、
‐８
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
所

得
制
限
の
撤
廃
を
す
べ
き
で
す
。

今
回
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
東
京
都

が
３
年
間
は
全
額
財
政
支
援
を
行

そ
の
後
は
自
治
体
が
２
分

１
を
負

担
す
る
こ
と
に
な

今
回
↓

多
摩
地
域
で
も
、

す
自
治
体
が
１１
市
あ
り
、

か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

で
は
、

・８
歳
ま
で
窓

な
い
制
度
に
し
て
い
く
な

２３
区

と
多
摩
地
域
の
新
た

て
し
ま
い
ま
す
。

町
田
市
議
会
は
、

て

「都
が
責
任
を
も

っ

，
ヽ

財
源
を
負
担
す
る
こ
と
」

も

の
医
療
費
助
成
制
度

や

窓
日
負
担
撤
廃
」

を
全
会

一
致
で
可
決
し

市

政
、
都
政
と
連
携
し
て
、

改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

し

全
会

一
敷
で
可
決

物
価
高
騰
対
策
の
継
続
を

′』|
中
学
校
の
結
食
費
無
償
fヒ

を

田
中
美
穂
市
議
は
、
物
価
高
騰
対
策
で
あ

る
学
校
給
食
へ
の
補
助
事
業
を
来
年
度
も
継

続
す
る
こ
と
を
求
め
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町
田
市
独
自
に
は
考
え
て
い
な
い
と
い
う
答

弁
で
し
た
が
、
国
や
都
の
補
助
制
度
は
注
視

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
給

食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
お
葛
飾
区
、
青
森

市
な
ど
が
無
償
化
を
予
定
し
て
お
り
、
町
日

市
で
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。
市
は
、
自
治

体
が
給
食
費
の
補
助
を
行
う
と
と
は
制
度
上

は
可
能
だ
と
し
な
が
ら
も
、
町
田
市
で
分
実

施
は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
。
田
中
市
議
は
、

多
子
世
帯
へ
の
補
助
な
ど
、
広
く
検
討
す
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

町
田
市
は
、
今
後
、
給
食
問
題
協
議
会
に

給
食
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
諮
問
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
物
価
高
騰

や
原
油
価
格
高
騰
な
ど
を
理
由
に
し
て
お
り
、

値
上
げ
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
「
家
計
負
担
が
増
え
て
い
る
中
で
、
給
食

費
の
値
上
げ
は
さ
ら
な
る
負
担
を
課
す
こ
と

に
な
り
問
題
で
す
。

１０
月
５
日
、
国
会
議
員
、
都
内
の
市
区
町

村
議
員
と
と
も
に
文
科
省

へ
の
申
し
入
れ
を

行
い
ま
し
た
ゃ
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
日

本
国
憲
法
に
則
っ
て
、
国
の
責
任
で
給
食
費

無
償
を
求
め
ま
し
た
。
文
科
省
は
無
償
化
の

費
用
は
４
４
０
０
億
円
と
試
算
し
て
お
り
、

財
源
確
保
が
困
難

と
答
え
ま
し
た
。

軍
事
費
２
倍
化
で

な
く
、
教
育
、
福

祉
に
使
う
よ
う
世

・

論
の
力
で
動
か
し

・て
い
く
た
め
に
、

市
議
団
も
力
を
合
　
ｉ

わ
せ
ま
す
。
　
　
　
　
、

ユ市 |ヽ

民のくらしゃ営業を守る施策を求め■|
てきましたょ第3回定側会の補正予
算では、

1業者や交幾 、

れます。申請受何の締め切りがそれ

今
後
、
結
食
費
の
値
上
げ
を
検
討
コ

物価。原油価格
高騰対策事業結付金
スダート

JI

田
市
で
も

結
食
費
の
熱
償
化
を
支
科
省
に
要
請

日本其塵寛 発行●日本共産党町田市議国
町田市森野22-22

電話●042-724-4030
FAX●042-724‐ 4042
メール●lcp macttda sttgidan@gmsicon
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日本共産党町田市議団ニユ■ス(2022年11月号)

団 ′

デジタル化から個人情報保護を求めて

タル化により、収集された個人情報保護につい

て市の見解を問いました。市が収集する個人情

報を保管、管理する行政クラウドについて、ア

メリカのアマゾンやグーグルではなく、個人情

報保講の観点から慎重に選李尺す盈よう求あまし

た。また、学校統廃合になり、学童保育クラブ
細野りゅう子市議 が削減されることで通所児童が lヶ 所あたり
200人程度になることが予測され、適正な学童保育クラブのとり方
を考えれば、学校統廃合そのものを見直すべきだと求めました。

佐 本々とも子市議

佐々木とも子市議は、コロナ感染拡大から市

民を守る支援策を求め質問。市民病院は発熱外

来を継続し、東京都も陽性者登録センターを開

設し自宅療養者支援を行つていると答弁。また

生活困窮者対策では、緊急小口資金の特例貸付

(社会福祉協議会)の返済相談や国保の減免相
談などに丁寧に対応するとしました。地域内交
通については、「車え合い交通事業補助金交付

要綱」を策定し、財政面の支援をしながら福祉車両など地域資源を

活用した交通 と答えました。

殿村鐸一市議は、霊感商法等を行う反社会的

カルト集団・統一協会から市民の暮らしを守れ

と市長の認識をただしました。総務部長は、外

郭団体の工うが寄付を授長してぃた。今後は慎

重に対応すると答弁。芹ヶ谷公園パークミュー

ジアムー体的整備計画については、市民や専門
家の意見を聞き、再検討すべきと求めましたが、

殿村健下市議  _体的整備の考えは変わらないと答弁。町田木
曽住宅での自動運転車両の実証実験については、実用段階にはまだ
時間がかかるとの答弁でした。

田中萎穂市議

田中美穂市議は、1包括的な鮮教育の必要性に
ついて質問しました。指導室長は、包括的な性
教育とは、ユネスコの F国際セクシャリティ教
育ガイダンス』に示された人間関係、ジェンダー、

人権、多様性、性暴力の防止等が含まれた性教

育のことだと答弁。由中市議は教育現場が萎縮

ぜずに性教育に取り組めるよう教育委員会とし

ての後押しを行うことを求めました。

小中学校における新型コロナ感染予防の対策として、都のPCR
検査の活用を求めて質問。学校教育部長は、修学旅行などの前に活

用してきた事例はあると答弁があり、日中市議は、さらなる活用や

周知を求めました。

生活相談はいつでもお受けします
724T4030 日本共産党会派室

コロナ禍での更なる支援策を求めて

反社会的団体、続―協会から
市民の暮らしを守れ

「包摘的な性教育」の実施をもとめて

無料法律相談 堪離
12月 7日 (水)・21日 (水)午後2時～5時
E荘び¶奮042‐723‐6312ま¬否
・キ場所が変更される場合がありますので、必ずこ予約くださいィド

町田市役所3階
共産党会派室
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田

（仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
館
実
施
設
計
に

お
い
て
、
当
初
の
工
事
費
謝
億
６
千
万
円

が
資
材
高
騰
等
の
影
響
ぐ
６
億
６
千
万
円

増
額
に
な
り
、
減
額
分
を
引
い
て
も
４
億

３
千
万
円
増
え
、　
一

額
が
坐
億
８
千
万
円
に
膨

が
、
文
教
社
会
常
任
委
員
会

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

（仮
称
）
国
際
工
芸
美
術
館

０
本
の
樹
木
と
ダ
ン
プ
ー
８
０

説明会資料より

と

費
用
総

、
　

５

０

土
壌
を
削
っ
た
斜
面
地
に
造
■
ま
す
。
大

報

建

鮮

鰈

庫
籍

し
て
設
計
し
た
国
際
版
画
美
術
館
と
は
違

い
、
自
然
を
壊
し
て
ま
で
建
築
意
匠

（芸

術
性
）
の
な
い

「
ハ
コ
モ
ォ
」
を
つ
ぐ
な

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

（仮
称
）
国
捺
工
芸
美
術
館
建
設
の
建

築
審
査
会
に
対
す
る
近
隣
住
民
の
ほ
と
ん

ど
が
市
の
「計
画
」
に
反
姑
で
、
「
ク
が
け

地
″
か
ら
平
地
へ
移
し
て
は
し
い
」
と
要

望
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ち
が
、
石
阪
市
長
は
、

こ
う
し
た
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と の

阿
田
市
議
会

さ
魏
慧
も
４

樹
木
と
土
壌
が
削
ら
れ
た
斜
面
地
に

建
築
意
匠
の
な
い
「ハ
コ
モ
ノ
一
が

を

芹
ヶ
合
の
自
然
と
版
画
美
術
館
活
か
し

市
民
一専
門
家
と
と
も
に

せ
ず
、　
一
体
的
整
備
の

「計
画
」
を
見
直

そ
う
と
し
ま
せ
ん
。
市
民
の
理
解
と
合
意

の
な
い

「計
画
」
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

芹
ヶ
谷
公
園
は
、
太
古
の
時
代
か
ら
人

間
が
住
み
続
け
て
き
た
水
と
緑
の
谷
戸
の

風
景
が
残
る

″風
致
公
園
″
で
す
。
そ
こ

に
建
て
ら
れ
、
市
民
と
と
も
に
歴
史
を
つ

く
っ
て
き
た
国
際
版
画
美
術

館
は
世
界
に
誇
れ
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
す
。
市
民
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い

「現
計
画
」

は
白
紙
撤
回
し
、
市
民
や
専

門
家
が
も
つ
豊
か
な
知
恵
と

創
造
力
を
活
か
し
た
後
世
に

残
る
芹
ヶ
谷
公
園
像
を
再
検

討
す
べ
き
で
す
。

南
三
小
廃
枝
計
画
見
直
し
を
目

■

国

回

回

四

■

「町
田
市
立
南
第
二
小
学
校
廃
校
見
直

し
を
求
め
る
請
願
」
が
１
９
４
６
名
の
署

名
と
と
も
に
出
さ
れ
、
文
教
社
会
常
任
委

員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
者
か
ら
、

統
合
対
象
校
か
ら

一
番
遠
い
地
域
を
１
５

０
０
軒
訪
問
し
、
そ
の
誘
％
が
廃
校
に
反

対
の
意
見
で
あ
る
こ
と
、
住
民
は
学
校
の

存
続
を
求
め
て
い
る
と
い
う
資
料
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
田
中
美
穂
市
議
が
、
こ
う

し
た
地
元
の
声
を
ど
す
受
け
止
め
て
い
る

の
か
と
質
問
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
推
進

課
長
は

「統
合
校
か
ら
距
離
が
遠
い
地
域

で
こ
クゝ
し
た
声
が
出
る
の
は
、
致
し
方
な

い
」
と
住
民
の
願
い
に
背
を
向
け
る
答
弁
。

請
頼
は
継
続
審
査
と
な
り
、
次
の
議
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
。
採
択
さ
れ
る
よ
う
、
引

き
続
き
力
を
尽
く
し
ま
す
。

阿田市は、

の教育センター施設の複合化について「子ども。子

育てサポート等複合施設整備基本計画 (素案)」 を

まとめ、市民意見を公募しました。この施設は、子

ども l子育てに関するサービスの提供の拠点と地域
の利便l性と賑わいを創出することを目的として、こ

れまでの「教育センター」「子ど■発達センタニ」「子
ども雰庭支援センター」などが整備される方針です。
また、この施設の中に都立の児産組談所も誘致する
ことが盛り込まれました。

現在は、八王子児童相談センター (以下児相)が
町田市を担当していますが、地域も広く人□も多い
ため、町田への児相設置

は市民の長年の要望であ

り、日本共寧弟■求めて

きました。東京都は多摩

地域の児相の管轄区域の

見直しを行つていました

が、この度t町日児祖が

新設される等の見直も案

が市長会に示されました。

回
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□

′

・２
月
議
会
で
は
、
「個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
令
個
人
情
報
保
護
法
し

の
改
正
に
伴
い
、

町
■
市
が
こ
れ
ま
で
独
自
に
条
例
を
つ
く
り
運
用
し

て
き
た

「個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
廃
上
し
て
、
国

の

「個
人
情
報
保
護
法
」
に

一
元
化
す
る
た
め
の
関

連
議
案
５
本
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市

議
団
は
、
地
方
自
治
体
が
保
有
す
る
膨
大
な
個
人
情

報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
オ
ン
ラ
イ
シ
結
合
さ
せ

る
こ
と
で
、
民
間
企
業
の
利
活
用
を
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
る
と
反
封
し
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

日本共産党市議回の一般質問

一ｉ

佐 木々とも子市議は、「生活保護の申請は国民

の権利」という厚労省の見解を示し、町田市にお

ける制度の理念を質しました。地域福祉部長は、

「憲法第25条 (生存権)の理念に基づき、生活に困

窮する者に対し最低限の生活を保障するもの」と

答えました。高齢者への間こえの嘉援については,
次期介護保隙事業計画の策定に向け、「健康とく

佐 木々とも子市議  らしの調査」に市独自で聞こえに関する項目を加
えたとし、補聴器購入費補助は国や都、他自治体

の動向を注視していくとしました。  .

盤うJ暁地懲 」堅燿窪凹也崎 続む
田中美穂市議は、公立図書館として鶴,II図書館

の存続を求め質問。鶴川図書館については、予約

図書の受け渡しはできるものの、図書館の蔵書は

置かず、「図書館」から「士也域施設」に移行すると

自治会などに説明をしたと答弁がありました。田中

市議は、これまで、市が行つてきたワークショツプ

などでは、「図書館」を前提として市民がさまざま
田中美穂市議  なァイデアを出している、市民の声に応えて図書

館機能を残すことを求めました。鶴川地域のバス

の大幅な減便について、バスの本数を戻してほしいという住民の声を紹

介して質問し、都市づくり部長は、住民の声をバス事業者に伝えると答弁。

O全員賛成 △一部賛成 X全員反対

生活相談はいうでもお受けします
724-4030 日本共産党会派室

自ヨの J手じ蜘 ンフーーJ」 の経範寇
細野りゅう子市議は、民間への移譲、委託が検

討されている「子ども発達センター (すみれ療育

園)」 運営管理を直営で行うよう求めました。幼
児施設や教育施設との連携(手厚い療育体制の整
備など市の責任で行うべきです。地域福祉部長が

「民間活力の活用をするため事業者をあたうてい

る」と答弁。また、見直しが検討されている「障

澪lЧ野りゅう子市議 がい者青年学級」は、存続、拡充を求めました。
生涯学習部長は「生涯学習センター運営見直し実

行計画において検討する」と答弁。当事者の声を聴くよう求めました。

嘔じもても人倒らし電当むられも白も毯

殿村健一市議

殿村健一市議は、秋出に住む母キ見が認知症にな

り、亡くなるまでの間、在宅や施設介護を受ける
中で経験したことや町田の介護現場で働く方々と

の懇談をもとに、“老いても人間らしく生きられ

る

=ち

を求めて質問。庫労省が検討している「給

付と負担の見直し」の中で、利用料の2割負担化

や要介護 1・ ?を保険給付外にするなど介護保険

の削減はやめるよう、市長から国に要求せよとた

だしました。また、認知症対策の充実、低すぎる

ケア労働者の賃金引き上げや増員を求めました。住民合意のない芹ケ

谷公園パークミュージアム「一体的整備」計画は自紙撤回し、市民と

専門家の参加で再検討すべきだとただしましたが、市長は、現「計画」
を進めると答えました。

リエア新幹線

「学校給食費の無償化を求める意見書」全員で可決

英語スピニキングテストの結

果を都立高校入試へ活用し

ないことを求める意見書提
出を求める請願

O 不採択

学校給食費の無償化を求め

る意見書
艶
〇
測
◎
O O O O O 可決

保育士の配置基準の改善を

求める意見警
◎ 〇 O 否決

介護保険の負担増と給付減を
行わないことを求める意見書

◎ 否決

「軍事費5年間43兆円」の大
軍拡の中止を求める意見書

◎ × 否決

自
由
民
主
党

公
明
党

ま
う
だ
市
民

ク
ラ
ブ

共
産
党

つ日」達
く日ば
るをれ
会 る

議
決
結
果

無
所
属

請願 。議員提出議案
諸
派

瓢談堪離
3月8日 (7よ)・22日 (フエ) 午後2時～5B寺
Lとこ子例盗042日723日6312ま¬否
※場所が変更される場合がありますので、必ずご予約ください。

町田市役所3階
共産党会派室
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